
「今年度のまちづくり構想部会の進め方」について 

 

前回７月８日開催の第 32回構想部会で今年度の進め方について、議題について

部会での議論を求めたところ、「議題を部会で議論することは難しい」とのご意見が

ありました。 

また、３月の構想部会でも令和３年度中にアクションプランを完成させるのか、素

案を完成させるのか、目標がハッキリしない。との意見もありました。 

部会での意見を受けて事務局では、次のとおり今年度の進め方を整理しました。 

 

【資料の説明】 

アクションプランの作成には３つの目標とそれぞれ作業があり、各地域の状況か

らそれぞれの今年度の目標設定を行います。 

 

目標１．意見収集の環境作り 

 

ワークショップ・ライン・アンケートなどの手法により住民と作成に向けた情報共

有・意見収集方法の検討を行います。 

 

目標２．地域活動の整理 

 

目標１で検討した方法で、意見収集・整理を行います。 

・テーマの整理 

→地域活動を整理するテーマを検討します。一度に複数のテーマを整理して頂い

ても問題ありません。 

・地域活動の整理 

→ワークシートに「地域活動名」、「該当するテーマ」、「活動の状況（実施中、休止

中、再開したい）」を記入して頂きます。活動の状況で一旦、短期・中期・長期の

目標時期の振り分けを機械的に行います。 

・将来目標の整理 

→ここでは、将来やりたいことを検討して頂きます。 
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目標３．アクションプランの作成 

 

目標２で整理した内容に加えて地域の将来像の検討などを行い、アクションプラ

ンとしてとりまとめを行います。 

・将来像の設定 

→地域の目指すべき将来像の検討をして頂きます。 

  参考 豊新地域保健福祉計画 

         「住んで良かった・住み続けたいまち「豊新」」 

      新庄地域保健福祉計画 

         「みんなが住みやすく 健康で気楽に暮らせる安全・安心な 新庄」 

・地域の特徴の整理 

→地域のここを良くしたい、地域の歴史などの特徴の整理をして頂きます。 

・機械的に振り分けられた部分の修正 

→目標２で一旦、機械的に振り分けた目標時期の設定を見直して頂きます。 

・基礎データなどの情報の整理 

→人口の推移といった地域の基礎的なデータを整理して頂きます。データを探し

たりする作業の補助はさせていただきます。 

 

上記の作業を各地域の状況に応じて３つのグループに分別し、それぞれのスケ

ジュールを示しています。 

また、地区ごとに状況が異なることを踏まえ、具体については個別に部会員さん

と協議をさせていただきます。（９～10月を想定） 

 

 

※ 後日、部会員さんのご意見を伺うため、【オンラインアンケート】を実施します。 

【オンラインアンケート】は、部会員さんのメールアドレスへ送信させていただきま

すので、ご回答をお願いいたします。 
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